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熊本県教育庁教育指導局義務教育課

Ⅰ－１（１） 教科に関する調査（県全体）

■ 教科に関する本県の概要

・小学校では、国語は全国平均を上回っており、算数は全国平均とほぼ同じ状況にあります。

・中学校では、国語は全国平均とほぼ同じ状況にあり、数学と英語は全国平均を下回っています。
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【中学校】

国語 数学 英語

全国 ７２．８％ ５９．８％ ５６．０％

熊本県 ７２％ ５８％ ５３％

【小学校】

国語 算数

全国 ６３．８％ ６６．６％

熊本県 ６５％ ６６％
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Ⅰ－１（２） 教科に関する調査（各管内等）

【小学校】 【中学校】

国語 算数 国語 数学 英語

全国平均 63.8 66.6 72.8 59.8 56.0 
県平均 65 66 72 58 53 
宇城 65 67 71 57 51 
玉名 68 66 68 53 51 
菊池 67 67 74 59 53 
阿蘇 64 65 73 58 52 
上益城 63 65 68 55 52 
八代 66 67 68 54 50 
芦北 65 63 72 59 54 
球磨 64 65 71 58 49 
天草 67 67 71 57 50 
山鹿市 73 71 73 58 52 
熊本市 63 65 72 58 55 

数値は
平均正答率（％）
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Ⅰ－２（１） 教科に関する調査（過去の推移 小学校）
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小学校の経年比較（全国平均を１００としたときの県の推移）
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Ⅰ－２（２） 教科に関する調査（過去の推移 中学校）
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中学校の経年比較（全国平均を１００としたときの県の推移）
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Ⅰ－３ 児童生徒質問紙調査

熊本県の児童生徒は，「学校に行くのは楽しい」「ＩＣＴを活用したい」などの項目で，全国平均に比
べて高い状況にあります。しかし，「自分で計画を立てて勉強しているか」「授業で学んだことを，ほか
の学習に生かしているか」などの項目では，全国平均を下回っています。
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〇 学校に行くのは楽しいと思いますか
（「当てはまる」＋「どちらかといえば，当てはまる」）

〇 授業でもっとコンピュータなどのＩＣＴを活用したいと
思いますか
（「当てはまる」＋「どちらかといえば，当てはまる」）

○ 道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級やグ
ループで話し合ったりする活動に取り組んでいると思い
ますか （「当てはまる」＋「どちらかといえば，当てはまる」）

△ 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか
（「している」＋「どちらかといえば，している」）

△ 授業で学んだことを，ほかの学習に生かしていますか
（「当てはまる」＋「どちらかといえば，当てはまる」）

△ ５年生まで（１，２年生のとき）に受けた授業で，自分の考えを発表す
る機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組立

てなどを工夫して発表していたと思いますか
（「当てはまる」＋「どちらかといえば，当てはまる」）

本県と全国との差が大きかった３項目
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Ⅰ－４ 学校質問紙調査

熊本県の小中学校は，「ICTの活用」「保護者や地域の人との協働による活動」「小中の合同研修」などの項目で，
全国に比べ，実施回数が多い状況にあります。しかし，「全国学力・学習状況調査の事項の結果公表」「教育課程の趣
旨の家庭や地域との共有」などの項目では，全国平均を下回っています。
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〇 調査対象学年の児童生徒に対する指導において，前年度に，教員が
大型提示装置（プロジェクター，電子黒板など）などのＩＣＴを活用した授業
を１クラス当たりどの程度行いましたか（「ほぼ毎日」＋「週１回以上」）

〇 地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生かして，
学校の美化，登下校の見守り，学習・部活動支援，放課後支援，学校行
事の運営など保護者や地域の人との協働による活動を行いましたか
（「よく行った」+「どちらかといえば，行った」）

〇 前年度までに，近隣等の中学校（小学校）と授業研究を行うなど，合同
して研修を行いましたか（「よく行った」+「どちらかといえば，行った」）

△ 平成３０年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護
者や地域の人たちに対して公表や説明を行いましたか（学校のホーム
ページや学校だより等への掲載，保護者会等での説明を含む）
（「よく行った」＋「行った」）

△ 教育課程の趣旨について，家庭や地域との共有を図る取組を行って
いますか （「よくしている」＋「どちらかといえば，している」）

△ 調査対象学年の児童生徒に対して，学校生活の中で，児童生徒一人
一人のよい点や可能性を見付け評価する（褒めるなど）取組をどの程度
行いましたか（「よく行った」＋「どちらかといえば，行った」）
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Ⅱ－１ 小学校国語
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Ⅱ－１ 小学校国語

（１） 成果と課題

（２） 成果が見られた問題

（３） 課題が見られた問題の分析

（４） 今後の指導に当たって
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Ⅱ－１（１） 成果と課題
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小学校国語成 果 課 題

成果が見られた内容

○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を
文の中で正しく使うこと
【関連問題 １四（１）ア】
調査のたいしょう（対象）
本県52.8％，全国41.9％ 差＋10.９

【関連問題 １四（１）イ】
友達にかぎらず（限らず）
本県73.3％，全国69.4％ 差＋3.9

○ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さ
え，自分の考えを明確にしながら読むこと
【関連問題 ２二】
本県89.8％，全国88.5％ 差＋1.3

○ 話し手の意図を捉えながら聞き，自分の
考えをまとめること
【関連問題 ３三】
本県72.8％，全国68.2％ 差＋4.6

課題が見られた内容

○ 図表やグラフなどを用いた目的を捉えるこ
と
【関連問題 １一】
本県70.6％，全国71.2％ 差－0.6

○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を
文の中で正しく使うこと
【関連問題 １四（１）ウ】
かんしん（関心）をもってもらいたい
本県29.4％，全国35.6％ 差－6.2

○ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さ
え，自分の考えを明確にしながら読むこと
【関連問題 ２一（１）】
本県79.9％，全国80.7％ 差－0.8

○ 目的に応じて質問すること
【関連問題 ３二】
本県66.1％，全国67.4％ 差－1.3
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Ⅱ－１（２） 成果が見られた問題
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小学校国語

●１四（１）ア（本県52.8％，全国41.9％，＋10.9）
１四（１）イ（本県73.3％，全国69.4％，＋3.9 ）

成果が見られた問題１

●３三（本県72.8％，全国68.2％，＋4.6）

成果が見られた問題２

○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読
んだり書いたりすること。

○ 目的や意図に応じて，話の構成や内容を工夫し，
場に応じた適切な言葉遣いで自分の考えを話すこと。

そ
こ
で
、
地
い
き
の
人
三
十
人
を

調
査
の

た
い
し
ょ
う

と
し
て
、

公
衆
電
話
は
必
要
か
ど
う
か
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

必
要
だ
と
回
答
し
ま
し
た
。

ア

今
回
の
調
査
を
通
し
て
知
っ
た

こ
と
を
、
学
級
の
友
達
に

か
ぎ
ら
ず

多
く
の
友
達
に
伝

え
、
公
衆
電
話
に
つ
い
て

か
ん
し
ん

を
も
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

イウ

【誤答例】（7.0%）
○条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの

三

岸
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
、
大
谷
さ
ん

の
仕
事
へ
の
思
い
や
考
え
に
着
目
し
て
、
特
に
心
に

残
っ
た
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
【イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】
の
イ
に
入
る
内
容
を
、
次
の
条

件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

〈条
件
〉

○

【イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】の
大
谷
さ
ん
の
発
言
か

ら
、
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。

○

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
づ
か
い
に

す
る
こ
と
。

○

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
三
十
字
以
上
、
六

十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。
な
お
、
書
き
出

し
の
言
葉
は
字
数
に
ふ
く
む
。

高
橋
さ
ん
は
、
習
っ
て
い
る
漢
字
が
ひ

ら
が
な
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
、
書
き
直
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。

【報
告
す
る
文
章
】の
部
ア
か
ら
ウ
の

ひ
ら
が
な
を
、
漢
字
で
て
い
ね

い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

【誤答例】（20.7%）
○「たい」を「対」と解答しているが，「しょう」を「象」，「照」と解
答していないもの
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Ⅱ－１（３） 課題が見られた問題の分析
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小学校国語 課題

課題となった問題

指導のポイント

○ 目的に応じて，質問を工夫すること。
【誤答例】
・「２」と回答しているもの（県１３．２％，全国１１．７％）

○ 話の展開に沿って，目的に応じた質問をすることに

ついて

・インタビューをする自分はどのような情報を求めてい

るのか，聞いた内容をどのように活用しようとしてい

るのかなどを明確にして聞くことが重要である。その

ためには，あらかじめ用意した質問を予定した順序で

聞くだけではなく，話の展開に沿って，目的に応じた

質問をすることが必要となる。

○ 具体的な指導について

・「質問の仕方」を技能として学ぶだけではなく，「何

のために，どのような情報を聞き出したいのか」と

いった目的を明確にしてインタビューに臨むことが重

要である。児童の「知りたい」という思いを大切にす

ることで，主体的に自分の理解を相手に確認したり，

相手の思いを引き出したりしようとすることが期待で

きる。

●３二（本県66.1％，全国67.4％，－1.3）
４

岸
さ
ん
は
、
町
の
広
報
誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
畳
職
人
の
大
谷
さ
ん
を
、
学
級
の
友

達
に
紹
介
す
る
た
め
に
、
大
谷
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
は
、

【
広
報
誌
の
記
事
】
、
【
直
接
聞
い
て
み
た
い
こ
と
】
、
【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】
で
す
。

こ
れ
ら
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

二

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】
の
で
、
岸
さ
ん
は
、
部
の
よ
う
に
く
ふ
う
し
て
質
問
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
く
ふ
う
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
1
か
ら
4
ま
で
の
中
か
ら
一
つ

選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

1

相
手
の
思
い
を
さ
ら
に
引
き
出
す
た
め
に
、
相
手
が
く
り
返
し
発
言
し
た
言
葉
を
用
い
な

が
ら
質
問
を
し
て
い
る
。

2

相
手
に
質
問
を
す
る
理
由
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
目
的
を
伝

え
て
か
ら
質
問
を
し
て
い
る
。

3

相
手
が
答
え
や
す
い
よ
う
に
、
自
分
が
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
言
葉
を
か
え
て
も
う
一

度
質
問
を
し
て
い
る
。

4

相
手
の
話
の
中
に
分
か
ら
な
い
言
葉
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
言
葉
の
意
味
を
確
か
め
る
質

問
を
し
て
い
る
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様
子
】
の
一
部
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Ⅱ－１（４） 今後の指導に当たって
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○ 外部検討委員と協議により、修正
なし

学力調査結果の分析から明らかになった小学校国語科の課題改善のため
次の点に取り組みましょう。

課題が見られた内容

○図表やグラフなどを用いた目
的を捉えること。

○学年別配当表に示されている
漢字を分の中で正しく使うこと。

○目的に応じて，文章の内容を
的確に押さえ，自分の考えを
明確にしながら読むこと。

○目的に応じて質問を工夫する
こと。

授業の中で

日々の取組の中で

取

組

○自分の考えを書く際には，自分の考えの理由を
明確にし，文章全体の構成に即して書くよう指導
する。
○児童が言語活動に必然性を感じることができる
話題の設定や学習したことの成果を生かす場の
設定を行う。
○言語活動を行った成果を基に児童自身が身に付
いたことを自覚できるような【振り返り】を行う。

○目的や必要に応じて資料を読み，自分の考えを
まとめて書いたり話したりする活動を行う。
○文や文章を書く際には，漢字のもつ意味を考え
ながら正しく使う習慣を付けるようにする。
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Ⅱ－２ 小学校算数
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Ⅱ－２ 小学校算数

（１） 成果と課題

（２） 成果が見られた問題

（３） 課題が見られた問題の分析

（４） 今後の指導に当たって
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Ⅱ－２（１）成果と課題

13

小学校算数成 果 課 題

成果が見られた内容 課題が見られた内容

○資料の特徴や傾向を関連付けて，一人当たりの
水の使用量の増減を判断し，その理由を記述す
ること
【関連問題 ２（３）】

本県49.4％，全国52.1％ 差－2.7

○示された除法の式の意味を理解していること
【関連問題 ３（４）】

本県44.8％，全国47.0％ 差－2.2

○示された計算の仕方を解釈し，減法の場合を基に，
除法に関して成り立つ性質を記述すること

【関連問題 ３（２）】
本県29.0％，全国31.1％ 差－2.1

○示された場面において，複数の数量から必
要な数量を選び，立式すること
【関連問題 ４（２）】

本県66.9％，全国68.6％ 差－1.7

○示された面積の求め方を解釈し，その求め
方の説明を記述すること
【関連問題 １（３）】

本県45.5％，全国43.9％ 差+1.6

○台形について理解していること
【関連問題 １（１）】

本県94.4％，全国93.1％ 差+1.3

○示された計算の仕方を解釈し，かける数や
わる数を選び，計算しやすい式にして計算すること
【関連問題 ３（３）】

本県75.5％，全国74.9％ 差+0.6

○場面の状況から，単位量当たりの大きさを基
に，求め方と答えを記述し，その結果から判断する
こと
【関連問題 ４（３）】

本県63.2％，全国62.6％ 差+0.6
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Ⅱ－２（２） 成果が見られた問題
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小学校算数

●１（３） （本県４５．５％，全国４３．９％，＋１．６）

【ちひろさんの求め方】の中の「２０－４」は，どのようなことを表していますか。
「２０」と「４」がどのような図形の面積を表しているのかがわかるようにして，
言葉や式を使って書きましょう。

※必要ならば，右の図１を使って
考えてもかまいません。

【誤答例】（１６．６％）
○「２０」が長方形の面積，「４」が三角形の面積を表していることは，
記述しているが，２０－４が，長方形の面積から三角形の面積を
取り去ることについて記述していない。

成果が見られた問題１

●３（３）（本県７５．５％，全国７４．９％ ＋０．６）

【ことねさんの計算の仕方】をもとに，６００÷１５について考えます。

上の①にあてはまるものを，下の□の中から１つ選び，また，上の②にあてはま
るものを，下の□の中から１つ選んで，それぞれ書きましょう。
ただし，それぞれ，どれを選んでもかまいません。

① ×２，÷３，÷５ ② ×２，÷３，÷５

【誤答例】（９．６％）
○被除数と除数に同じ数をかけたり割ったりすることは捉えているが，
計算ができていなかったり，商が変わらないことを捉えていないこと
が考えられる。

成果が見られた問題２

○ 示された面積の求め方を解釈し，その求め
方の説明を記述すること。

○ 示された計算の仕方を解釈し，かける数やわる
数を選び，計算しやすい式にして計算すること。
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小学校算数

●２（３）（本県４９．４％，全国５２．１％ －２．７）

２０１０年から２０１６年までの，３年ごとの１人あたりの水の使用量について，
どのようなことがわかりますか。
下の１から４までの中から１つ選んで，その番号を書きましょう。
また，その番号を選んだわけを，グラフ２とグラフ３からわかることをもとに，言葉
や数を使って書きましょう。

１ １人あたりの水の使用量は，減っている。
２ １人あたりの水の使用量は，変わらない。
３ １人あたりの水の使用量は，増えている。
４ １人あたりの水の使用量は，増えたり減ったりしている。

【誤答例】
○２を選んでいる（２５．７％）
○３を選んでいる（１３．１％）
○４を選んでいる（ ３．６％）

課題 ○ 二つの棒グラフから資料の特徴や傾向を読み取り，それらを関連
付けて，一人当たりの水の使用量の増減を判断し，判断の理由を言
葉や数を用いて記述すること。

課題となった問題
指導のポイント

○ 誤答について
【誤答例】の２を選んでいる児童は，市全体の水の使用

量が変わらないことから，一人当たりの水の使用量も変わ
らないと判断していると考えられる。

○ 指導について
・一人当たりの水の使用量はどのように求めることができる
のかを確認するなどして，市全体の水の使用量と市の人
口について，それぞれの資料の特徴や傾向を関連付けて
考察する必要があることに気付くことができるようにするこ
とが大切である。
・その上で，ある量の水を２人で分ける場合よりも３人で分
ける場合の方が一人分の水の量は減るといった簡単な場
合を基に考えるなどして，市全体の水の使用量は変わらな
いことと市の人口は増えていることを関連付け，一人当た
りの水の使用量が減っていることを判断することができる
ようにすることが大切である。
・日頃から，一つの資料では判断できない事柄を，複数の
資料から判断することができるようにすることが重要であ
る。
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○ 外部検討委員と協議により，修正
なし

学力調査結果の分析から明らかになった算数科の課題改善のため
次の点に取り組みましょう。

課題となった内容 授業の中で

日々の取組の中で

取

組

○複数の資料の特徴や傾向を関連付け，一
つの資料からは判断することができない事
柄について判断すること

○示された除法の式の意味を理解してい
ること

○示された計算の仕方を解釈し，減法の場合
を基に，除法に関して成り立つ性質を言葉
を用いて記述すること

○示された場面において，複数の数量か
ら必要な数量を選び，立式すること

○算数的活動が数学的活動に変わった新学習指導
要領の趣旨等を踏まえ，より一層，数学的活動の
充実を図る。

○その際，言葉や式，図，表，グラフを用いて，筋道
立てて説明したり論理的に考えたりして，自ら納得し
たり他者を説得したりする活動を位置付ける。

○算数科の育成を目指した資質・能力を明らかにし，
他教科等における体験活動等と関連を図る。

○児童の実態に応じて，適宜練習の機会を設けたり，
適切な反復による学習を位置付ける。

○学習内容の定着を図るため，児童の学習意欲等に
応じた家庭学習に取り組むよう，働きかけること。
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Ⅲ－１ 中学校国語

（１） 成果と課題

（２） 成果が見られた問題

（３） 課題が見られた問題の分析

（４） 今後の指導に当たって
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中学校国語成 果 課 題

成果が見られた内容

○文章に表れているものの見方や考え方につい
て，自分の考えをもつこと
【関連問題 １三】
本県91.4％，全国91.2％ 差＋0.2

○封筒の書き方を理解して書くこと
【関連問題 １四】
本県57.1％，全国56.8％ 差＋0.3

課題が見られた内容

○文章の構成や展開，表現の仕方について，
根拠を明確にして自分の考えをもつこと
【関連問題 １一】
本県61.8％，全国63.9％ 差－2.1

○文章の展開に即して情報を整理し，内容を捉
えること
【関連問題 １二】
本県59.0％，全国61.5％ 差－2.5

○相手に分かりやすく伝わる表現について理解
すること
【関連問題 ２二】
本県68.4％，全国69.7％ 差－1.3

○話合いの話題や方向を捉えて自分の考えを
もつこと
【関連問題 ２三】
本県59.1％，全国60.4％ 差－1.3
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中学校国語

●１三（本県91.4％，全国91.2％ 差＋0.2）

【誤答例】（2.0%）
○条件①，②を満たし，条件③を満たさないで解答しているもの

成果が見られた問題１

●１四（本県57.1％，全国56.8％ 差＋0.3）

【誤答例】（17.8%）
○条件②，④を満たし，条件①を満たさないで解答しているもの

成果が見られた問題２

○文章に表れているものの見方や考え方につい
て，自分の考えをもつこと。

○封筒の書き方を理解して書くこと。

四

あ
な
た
は
、
﹁声
の
広
場
﹂へ
の
投
稿
を
封
筒
で
郵
送
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
【
全
国
中
学
生
新
聞
】
に
示
さ
れ
て

い
る
投
稿
先
の
名
前
と
住
所
を
、
次
の
条
件
1
と
条
件
2
に

し
た
が
っ
て
、
楷
書
で
て
い
ね
い
に
書
き
な
さ
い
。

な
お
、
自
分
の
名
前
と
住
所
は
不
要
で
す
。

条
件
1

封
筒
の
書
き
方
に
注
意
し
て
縦
書
き
で
書
く
こ
と
。

条
件
2

投
稿
先
は
団
体
な
の
で
、
﹁様
﹂で
は
な
く
﹁御
中
﹂

と
書
く
こ
と
。

三

﹁み
ん
な
の
短
歌
﹂に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
山
さ
ん
の

短
歌
、
森
川
さ
ん
の
短
歌
、
松
田
さ
ん
の
短
歌
の
中
か
ら

一
首
を
選
び
︵ど
の
短
歌
を
選
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
︶、

そ
の
短
歌
を
読
ん
で
あ
な
た
が
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と

を
、
【
選
者
よ
り
】
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
次
の
条
件
1
と

条
件
2
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

条
件
1

選
ん
だ
短
歌
の
中
の
言
葉
を
取
り
上
げ
て
、
想
像
で

き
る
情
景
や
心
情
を
書
く
こ
と
。

条
件
2

条
件
1
で
想
像
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
あ
な
た
が
感

じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
。



熊本県教育庁教育指導局義務教育課

Ⅲ－１（３） 課題が見られた問題の分析

20

中学校国語 課題

課題となった問題

指導のポイント

○ 文章の展開に即して情報を整理し，内容を捉えること
【誤答例】
・一つまたは複数選択する中で，２も５も選択していないもの。
（県２４．６％，全国２２．６％）

○ 文章の展開に即して情報を整理し，内容を的確に理解すること

について

・説明，解説，論説などの説明的な文章を読む際には，文章の構成や展開

を捉え，内容を的確に理解するように指導することが大切である。その

際，生徒自身が目的意識をもって文章を読み，必要な情報を整理すること

ができるように指導を工夫することが重要である。

○ 具体的な指導について（H30年度【中学校】授業アイディア例」P.５～P.６より）

●１二（本県５９．０％，全国６１．５％，－２．５）

二

﹁海
外
に
広
が
る
弁
当
の
魅
力
﹂で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
弁
当
の
魅
力
と
し
て

適
切
な
も
の
を
、
次
の
1
か
ら
5
ま
で
の
中
か
ら
全
て
選
び
な
さ
い
。

1

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
様
々
な
国
の
弁
当
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

2

主
食
、
主
菜
、
副
菜
な
ど
が
収
ま
っ
て
お
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

ボ
ッ
ク
ス
ラ
ン
チ
や
カ
ス
ク
ル
ー
ト
な
ど
と
は
異
な
り
、
戸
外
に
持
ち
出
し
て

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

い
ろ
い
ろ
な
料
理
が
詰
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
食
べ
物
の
風
味
を
保
つ
こ
と
が

で
き
る
。

5

様
々
な
デ
ザ
イ
ン
の
弁
当
箱
が
あ
り
、
自
分
の
好
み
の
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。

第１時

①学習の見通しをもつ。

②一つ目の問いを把握する。

「問いの例」動物の歯の化石を比較することでどのようなことが分かるか。

③問いの答えを見つけるための手掛かりになる箇所に印を付けながら，

各自で文章を読む。

④見つけた答えを書くとともに，どのようにしてその答えにたどり着い

たのかを書く。

⑤④で書いた内容について，グループで検討する。

第２時

⑥二つ目の問いについて第１時の①～⑤に取り組む。

⑦学習を振り返る。
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○ 外部検討委員と協議により、修正
なし

学力調査結果の分析から明らかになった中学校国語科の課題改善のため
次の点に取り組みましょう。

課題が見られた内容

○文章の構成や展開，表現の仕
方について，根拠を明確にして
自分の考えをもつこと

○文章の展開に即して情報を整
理し，内容を捉えること

○相手に分かりやすく伝わる表
現について理解すること

○話合いの話題や方向を捉えて
自分の考えをもつこと

授業の中で

日々の取組の中で

取

組

○言語活動を行う際に，学習したことが生かされて
いるかについて，活動の途中で確認したり，よりよ
く言語活動を行うにはどのようにしたらよいか考え
たりする場面を設定する。
○小学校での学習を踏まえ，生徒自身が目的意識
をもち言語活動を行うよう指導する。

○考えをまとめる際には，自分の考えを支える根
拠となる言葉を書きだすなどして明確にしたうえ
で書くよう指導する。
○考えを交流する場面において，相手の考えの根
拠の明確さなどについて交流するなど，観点を明
確にして交流するよう指導する。
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Ⅲ－２ 中学校数学

（１） 成果と課題

（２） 成果が見られた問題

（３） 課題が見られた問題の分析

（４） 今後の指導に当たって
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中学校数学成 果 課 題

成果が見られた内容 課題が見られた内容

○反比例の表から，ｘとｙの関係を式で表すこと
【関連問題 ４】

本県40.8％，全国48.9％ 差－8.1

○簡単な連立二元一次方程式を解くこと
【関連問題 ２】

本県66.9％，全国70.1％ 差－3.2

○事柄が成り立つ理由を説明すること
【関連問題 ９（２）】

本県56.5％，全国59.7％ 差－3.2

○結論が成り立つための前提を考え，新たな
事柄を見いだし，説明すること
【関連問題 ７（３）】

本県50.5％，全国53.3％ 差－2.8

○数の集合と四則計算の可能性について理
解すること

【関連問題 １】
本県64.9％，全国62.2％ 差+2.7

○平行移動の意味を理解すること
【関連問題 ３】

本県84.0％，全国83.6％ 差+0.4
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中学校数学

●１（本県６４．９％，全国６２．２％ ＋２．７）

ａとｂが正の整数のとき，下のアからエまでの計算のうち，
計算の結果が正の整数にならないことがあるものはどれで
すか。正しいものをすべて選びなさい。

ア ａ＋ｂ
イ ａ－ｂ
ウ ａ×ｂ
エ ａ÷ｂ

【誤答例】
・イと解答（１０．２％）
・エと解答（５．８％）
○ａとｂの差だけ，ａとｂの商だけが正の整数にならないこと
があると捉えていると考えられる。

成果が見られた問題１

●３（本県８４．０％，全国８３．６％ ＋０．４）

下の図で，△ＤＥＦは，△ＡＢＣを矢印の示す方向に平行
移動したものです。△ＤＥＦは，△ＡＢＣを矢印の示す方向に
何㎝平行移動したものですか。その移動の距離を求めなさ
い。

【誤答例】（８．１％）
○距離を４と間違って捉えている。点Ｃと点Ｅの距離を移動
の距離と捉えていると考えられる。

成果が見られた問題２

○ 数の集合と四則計算の可能性について理解す
ること。

○ 平行移動の意味を理解すること。
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中学校数学

●９（２）（本県５６．５％，全国５９．７％ －３．２）

予想 連続する５つの奇数の和は，中央の奇数の５倍になる。

上の予想がいつでも成り立つことを説明します。下の【説明】を完成しなさい。

【説明】
ｎを整数とすると，連続する５つの奇数は，
２ｎ＋１，２ｎ＋３，２ｎ＋５，２ｎ＋７，２ｎ＋９と表される。
それらの和は，

（２ｎ＋１）＋（２ｎ＋３）＋（２ｎ＋５）＋（２ｎ＋７）＋（２ｎ＋９）
＝

【誤答例】
①５（２ｎ＋５）は求めているが，記述に誤りがある。 （ ６．１％）
②１０ｎ＋２５まで求めているが，記述が十分でない。 （ ４．１％）
③無解答 （２０．４％）

課題 ○ 目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取ったりして，
事柄が成り立つ理由を説明すること

課題となった問題 指導のポイント

○ 誤答について
【誤答例】の①，②から，式の変形はできているが
説明に課題がある。また，③無解答の生徒は，構想
を立てることに課題があると考えられる。

○ 指導について
・１０ｎ＋２５という表現にとどまっているものを取り上げ，こ
の式を用いて「中央の奇数の５倍になる」ことを示すために
は，「５×（中央の奇数）」という形の式で表せばよいことか
ら，１０ｎ＋２５を５（２ｎ＋５）と変形できるように指導するこ
とが大切である。
・さらに，２ｎ＋５が中央の奇数であることを示す必要がある
ことを，具体的な数の例を基に理解し，「２ｎ＋５は中央の
奇数だから，・・・・」という表現を加えるなどして，説明を改
善する活動を取り入れることも大切である。
・その際，「連続する５つの奇数の和は，５の倍数になる」と
いう予想の説明の場合には「２ｎ＋５は整数だから，
５（２ｎ＋５）は５の倍数である。」という表現になることと比
較し，示すべき根拠を明らかにして説明することができるよ
うに指導することが大切である。
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Ⅲ－２（４） 今後の指導に当たって
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○ 外部検討委員と協議により，修正
なし

学力調査結果の分析から明らかになった数学科の課題改善のため
次の点に取り組みましょう。

課題となった内容 授業の中で

日々の取組の中で

取

組

○具体的な反比例の表から，変化
や対応の様子に着目して，関係
を式に表すこと

○簡単な二元一次方程式を方針に
基づいて解くこと

○目的に応じて式を変形したり，そ
の意味を読み取ったりして，事柄
が成り立つ理由を説明すること

○結論が成り立つための前提を考
え，新たな事柄を見いだし，説明
すること

○単元など内容や時間のまとまりを通して，数学的
活動を通して，生徒の主体的・対話的で深い学び
の実現を図る。

○その際，数学的な見方・考え方を働かせながら，
日常の事象や社会事象を数理的に捉え，数学の
問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決し，
学習の過程を振り返り，概念を形成するなどの学
習の充実を図る。

○新たな内容を学習する際は，既習の関連した内
容を意図的に取り上げ，学び直しの機会を設定
する。

○学習内容の定着を図るため，生徒の課題や学
習意欲等に応じた家庭学習に取り組むよう，働
きかける。
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Ⅲ－３ 中学校英語
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Ⅲ－３ 中学校英語

（１） 成果と課題

（２） 成果が見られた問題

（３） 課題が見られた問題の分析

（４） 今後の指導に当たって
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Ⅲ－３（１）成果と課題
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中学校英語成 果 課 題

成果が見られた内容 課題が見られた内容

○文の中で適切に接続詞を用いること
【関連問題 ９（１）①】

本県74.7％，全国79.9％ 差－5.2

○文の中で適切に接続詞を用いること
【関連問題 ９（１）②】

本県52.1％，全国58.2％ 差－6.1

○一般動詞の２人称単数現在時制の疑問文を
正確に書くこと

【関連問題 ９（２）① 】
本県68.5％，全国73.6％ 差－5.1

○与えられた情報に基づいて，一般動詞の３
人称単数現在時制の否定文を正確に書くこと
【関連問題 ９（３）③ 】

本県31.7％，全国37.4％ 差－5.7

○まとまりのある英語を聞いて，話の概要を理
解すること
【関連問題 ２】

本県71.8％，全国71.8％ 差±0.0
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Ⅲ－３（２） 課題が見られた問題
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中学校英語

●９（３）③（本県31.7％，全国37.4％，－5.7％）

【誤答例】○与えられた情報に基づいて解答しているが，一
般動詞の否定形や動詞の活用形に誤りがある。

She don’t have a pet.

課題が見られた問題１

●９（２）①（本県68.5％，全国73.6％，－5.1％）

【誤答例】〇会話の流れから疑問文を書くことを判断できて
おらず、基本的な話や文法事項等の理解もできていない。

I like/You are

課題が見られた問題２

○与えられた情報に基づいて，一般動詞の３人称
単数現在時制の否定文を正確に書く問題。

○一般動詞の２人称単数現在時制の疑問文を正確
に書く問題。
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Ⅲ－３（３） 課題が見られた問題の分析
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中学校英語

● ９（３）③（本県31.7％，全国37.4％，－5.7％）

次の表の①から③は，ある女性に関する現在の情報
を示しています。これらの情報を用いて，彼女について
説明する英文をそれぞれ書きなさい。

【誤答例】○与えられた情報に基づいて解答しているが，一
般動詞の否定形や動詞の活用形に誤りがある。

She don’t have a pet.

課題 ○ 与えられた情報に基づいて，一般動詞の３人称単数現在時制の
否定文を正確に書くこと。

課題となった問題 指導のポイント

○ 誤答について
与えられた情報に基づいて第３者について説明する
際に，３人称・単数・現在を表す否定文を正確に書
くことができていない。

○ 指導について
・日常の授業で，他者紹介をする際などに口頭では頻繁
に用いる表現であるが，正確に書くという点で課題がある。
・授業における言語活動と指導の繰り返しにより，文法事
項を確実に指導すること，話すことと書くことをつなげるな
どの統合的な言語活動を意識的に取り入れていくことが
必要である。
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Ⅲ－３（４） 今後の指導に当たって
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○ 外部検討委員と協議により，修正
なし

学力調査結果の分析から明らかになった英語科の課題改善のため
次の点に取り組みましょう。

課題となった内容 授業の中で

日々の取組の中で

取

組

○与えられた情報に基づいて
第３者について説明する際に，
３人称・単数・現在を表す否
定文を正確に書くこと
（書くこと，知識・理解）

〇一般動詞の２人称・単数・現在
時制の疑問文を正確に書くこと
（書くこと，知識・理解）

○言語活動と指導の繰り返しにより，文法事
項を確実に指導すること，話すことと書くこ
とをつなげた統合的な言語活動を意識的
に取り入れていくこと

○授業内容に応じた課題を家庭学習で出
し，書くことへ慣れさせること

○基礎的基本的事項の確実な定着のため，
言語活動を通して繰り返しの学習を行うこ
と
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Ⅳ 質問紙調査結果

Ⅳ－１ 児童・生徒質問紙調査結果①②

Ⅳ－２ これまでの調査結果の分析①②③

Ⅳ－３ 改善に向けて
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Ⅳ－１ 児童・生徒質問紙調査結果①

質 問 項 目
小学校 中学校

県 全国 差 県 全国 差

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善

学級の友達と（生徒）の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりす
ることができていると思いますか 73.0 74.1 - 1.1 72.3 72.8 - 0.5

授業で学んだことを，ほかの学習に生かしていますか 81.0 82.8 - 1.8 71.5 74.9 - 3.4

総合的な学習の時間では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表す
るなどの学習活動に取り組んでいると思いますか 64.4 65.7 - 1.3 58.0 61.5 - 3.5

あなたの学級では，学級生活をよりよくするために学級会[学級活動]で話し合い，互いの
意見のよさを生かして解決方法を決めていると思いますか 72.4 74.0 - 1.6 71.3 71.6 - 0.3

学級活動における学級での話合いを生かして，今，自分が努力すべきことを決めて取り組
んでいると思いますか 72.9 73.4 - 0.5 63.5 65.6 - 2.1

５年生まで（１，２年生のとき）に受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，
自分から取り組んでいたと思いますか 76.5 77.7 - 1.2 70.1 74.8 - 4.7

５年生まで（1,2年生のとき）に受けた授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の
考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していたと思いま
すか

59.0 62.5 - 3.5 47.3 55.8 - 8.5

学
習
習
慣
等

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか 68.3 71.5 - 3.2 45.1 50.4 - 5.3

学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強
をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む）（１時間
以上）

62.3 66.1 - 3.8 67.3 69.8 - 2.5

読書は好きですか 74.1 75.0 - 0.9 64.2 68.0 - 3.8

数値は，選択肢「当てはまる」「どちらかといえば，当てはまる」などの肯定的評価の合計を示す。
単位（％）
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Ⅳ－１ 児童・生徒質問紙調査結果②

質 問 項 目
小学校 中学校

県 全国 差 県 全国 差

地
域
や
社
会
に
関

わ
る
活
動
の
状
況

今住んでいる地域の行事に参加していますか 71.9 68.0 3.9 48.6 50.6 - 2.0

外国の人と友達になったり，外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思いますか 68.1 68.6 - 0.5 60.3 62.4 - 2.1

日本やあなたが住んでいる地域のことについて，外国の人にもっと知ってもらいたいと思
いますか 76.0 76.1 - 0.1 59.7 59.3 0.4

基
本
的
生

活
習
慣
等

毎日，同じくらいの時刻に寝ていますか 79.7 81.4 - 1.7 77.1 78.0 - 0.9

家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか 74.9 77.4 - 2.5 74.6 76.4 - 1.8

挑
戦
心
、
達
成
感
、

規
範
意
識
、
自
己
有
用
感
等

自分には，よいところがあると思いますか 80.4 81.2 - 0.8 72.5 74.1 - 1.6

先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 86.4 86.1 0.3 82.3 81.5 0.8

先生は，授業やテストで間違えたところや，理解していないところについて，
分かるまで教えてくれていると思いますか 93.2 91.7 1.5 83.0 84.6 - 1.6

将来の夢や目標を持っていますか 84.7 83.8 0.9 70.5 70.5 0.0

難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦していますか 77.9 79.0 - 1.1 66.8 70.3 - 3.5

学校に行くのは楽しいと思いますか 89.5 85.8 3.7 85.3 81.9 3.4

人が困っているときは，進んで助けていますか 87.5 87.9 - 0.4 84.1 85.9 - 1.8

いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか 97.4 97.1 0.3 95.9 95.1 0.8

人の役に立つ人間になりたいと思いますか 95.7 95.2 0.5 95.2 94.3 0.9

数値は，選択肢「当てはまる」「どちらかといえば，当てはまる」などの肯定的評価の合計を示す。

単位（％）
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小学校（児童質問紙調査） 中学校（生徒質問紙調査）

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか している＋どちらかといえば，している

H22 H24 H25 H26 H27 H29 H30 H31

小（熊本県） 57.1 55.9 58.0 59.4 61.2 61.8 64.6 68.3

小（全 国） 58.5 58.2 59.0 61.1 62.9 64.6 67.7 71.5

38.0

43.0

48.0

53.0

58.0

63.0

68.0

H22 H24 H25 H26 H27 H29 H30 H31

中（熊本県） 39.6 40.2 41.4 43.4 43.8 46.6 47.7 45.1

中（全 国） 42.5 43.5 44.8 46.8 49.0 51.7 52.2 50.4

38.0

43.0

48.0

53.0

58.0

63.0

68.0

Ⅳ－２ これまでの調査結果の分析①
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小学校（児童質問紙調査） 中学校（生徒質問紙調査）

学校に行くのは楽しいと思いますか 「当てはまる」＋「どちらかといえば，当てはまる」

Ⅳ－２ これまでの調査結果の分析②

H25 H26 H27 H29 H31

小（熊本県） 87.6 89.6 89.1 88.7 89.5

小（全 国） 85.1 86.7 87.0 86.3 85.8

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

90.0

H25 H26 H27 H29 H31

中（熊本県） 83.3 85.5 85.5 84.3 85.3

中（全 国） 80.6 82.7 82.2 81.0 81.9

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

90.0
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Ⅳ－２ これまでの調査結果の分析③
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小学校（児童質問紙調査） 中学校（生徒質問紙調査）

国語の授業の内容はよく分かりますか 「当てはまる」＋「どちらかといえば，当てはまる」

国 語

H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H29 H31

小（熊本県） 79.9 80.8 83.0 82.3 81.1 82.2 83.5 82.4 85.9

小（全 国） 78.0 80.0 82.3 83.1 79.9 80.1 82.0 82.2 84.9

66.0

70.0

74.0

78.0

82.0

86.0

H20 H21 H22 H24 H25 H26 H27 H29 H31

中（熊本県） 64.3 66.0 69.0 66.2 67.3 70.6 69.1 69.8 74.6

中（全 国） 66.8 68.8 69.9 71.2 71.9 72.0 74.3 74.9 77.6

66.0

70.0

74.0

78.0

82.0

86.0



熊本県教育庁教育指導局義務教育課

Ⅳ－２ これまでの調査結果の分析④
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算数・数学の授業の内容はよく分かりますか 「当てはまる」＋「どちらかといえば，当てはまる」

算数・数学

H21 H22 H24 H25 H26 H27 H29 H30 H31

小（熊本県） 80.9 79.7 79.8 81.7 81.5 82.1 80.3 84.2 83.8

小（全 国） 79.2 78.0 79.1 80.2 79.6 81.0 80.6 83.5 83.5

58.0

63.0

68.0

73.0

78.0

83.0

H21 H22 H24 H25 H26 H27 H29 H30 H31

中（熊本県） 61.3 59.9 60.2 68.2 68.4 66.1 62.7 64.0 67.5

中（全 国） 64.9 65.7 64.9 70.5 71.5 71.6 69.4 71.3 73.9

58.0

63.0

68.0

73.0

78.0

83.0

小学校（児童質問紙調査） 中学校（生徒質問紙調査）
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Ⅳ－３ 改善に向けて

児童・生徒質問紙調査から

○ 「話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすること」や，「課題の
解決に向けて，自分で考え，自分から取り組むこと」に課題があります。子供たちが
学ぶことに興味や関心を持ち，見通しを持って粘り強く取り組むとともに，自らの学
習を振り返り，次の学習につなげることができるような授業改善を図りましょう。

○ 「家で自分で計画を立てて勉強すること」や「家庭での学習時間」については，課題
が改善されない状況が続いています。子供たち一人一人の学び（つまずきなど）を理
解し，個に応じた言葉かけを行ったり，子供が取り組んだ課題を認めたりするなど個
に応じたきめ細かな支援を行いましょう。

○ 「授業の内容はよく分かりますか」の項目に課題があります。子供たちが，日々の授
業において，「よく分かった」と自らの伸びを実感することができるように，振り返
りの場を工夫しましょう。

○ 「自分には，よいところがある」「難しいことでも，失敗を恐れないで挑戦する」と
いった意識を高めるためにも，すべての教育活動において，「認め，ほめ，励まし，
伸ばす」教育行動指標を踏まえた教育の実現を目指しましょう。

○ 「外国の人と友達になったり，外国のことについてもっと知ったりしてみたい」など
の子供たちの意欲を育むため，日本と外国との生活や習慣、行事などの違いを知ったり，異
なる文化をもつ人々との交流などを体験したりする活動を積極的に取り入れましょう。
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Ⅳ 質問紙調査結果

Ⅳ－４ 学校質問紙調査結果①②

Ⅳ－５ 調査結果の分析①②

Ⅳ－６ 改善に向けて
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Ⅳ－４ 学校質問紙調査結果①

質 問 項 目 小学校 中学校

県 全国 差 県 全国 差

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

指導計画の作成に当たっては，各教科等の教育内容を相互の関係で捉え，学校の教育目標
を踏まえた横断的な視点で，その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していま
すか

97.0 95.1 1.9 90.9 91.3 -0.4

児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき，教育課程を編成し，
実施し，評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していますか 95.0 95.4 -0.4 95.8 93.4 2.4

指導計画の作成に当たっては，教育内容と，教育活動に必要な人的・物的資源等を，地域
等の外部の資源を含めて活用しながら効果的に組み合わせていますか 93.2 96.4 -3.2 90.3 86.9 3.4

全国学力・学習状況調査の結果を地方公共団体における独自の学力調査の結果と併せて分析し，
具体的な教育指導の改善や指導計画等への反映を行っていますか 98.5 95.3 3.2 96.9 93.7 3.2

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の

視
点
か
ら
の
授
業
改
善

調査対象学年の児童生徒は，授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り
組むことができていると思いますか 86.1 85.5 0.6 83.0 82.6 0.4

調査対象学年の児童生徒に対して，総合的な学習の時間で，課題の設定からまとめ・表現
に至る探究の過程を意識した指導をしていますか 91.5 89.3 2.2 83.0 89.1 -6.1

調査対象学年の児童生徒に対して，学級生活をよりよくするために，学級会[学級活動]で
話し合い，互いの意見のよさを生かして解決方法などを合意形成できるような指導を行っ
ていますか

94.7 94.5 0.2 93.3 93.2 0.1

調査対象学年の児童生徒に対して，特別の教科 道徳において，児童生徒自らが自分自身
の問題として捉え，考え，話し合うような指導を工夫していますか 97.6 96.7 0.9 98.1 92.6 5.5

調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，習得・活用及び探究の学習過程を見通
した指導方法の改善及び工夫をしましたか 91.2 89.3 1.9 86.0 88.0 -2.0

家
庭
学
習

調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，家庭学習の課題の与え方について，校
内の教職員で共通理解を図りましたか（教科共通） 91.5 92.2 -0.7 88.5 87.0 1.5

調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，家庭学習の取組として，学校では，児
童生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えるようにしましたか（教科共通） 97.4 95.5 1.9 93.3 92.3 1.0

数値は，選択肢「当てはまる」「どちらかといえば，当てはまる」などの肯定的評価の合計を示す。単位（％）
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Ⅳ－４ 学校質問紙調査結果②

質 問 項 目
小学校 中学校

県 全国 差 県 全国 差

挑
戦
心
，
達
成
感
，
規
範
意
識
，

自
己
有
用
感
等

調査対象学年の児童生徒は，熱意をもって勉強していると思いますか 92.6 91.1 1.5 82.4 89.3 -6.9

調査対象学年の児童生徒は，授業中の私語が少なく，落ち着いていると思いますか 88.0 87.7 0.3 89.7 94.1 -4.4

調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，将来就きたい仕事や夢について考えさせる
指導をしましたか 88.8 83.2 5.6 98.1 98.6 -0.5

学校の教員は，特別支援教育について理解し，前年度までに，調査対象学年の児童生徒に対す
る授業の中で，児童生徒の特性に応じた指導上の工夫（板書や説明の仕方，教材の工夫など）
を行いましたか

97.9 95.1 2.8 95.2 92.6 2.6

調査対象学年の児童生徒に対して，前年度までに，学校生活の中で，児童生徒一人一人のよい
点や可能性を見付け評価する（褒めるなど）取組をどの程度行いましたか 98.6 98.8 - 0.2 98.2 98.6 - 0.4

教
職
員
の

資
質
能
力

の
向
上

校長のリーダーシップのもと，研修リーダー等を校内に設け，校内研修の実施計画を整備する
など，組織的，継続的な研修を行っていますか 99.7 99.3 0.4 99.4 98.6 0.8

校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか（「1.ほぼ毎日」の割合） 80.9 71.8 9.1 53.9 48.8 5.1

小
中
連
携

前年度までに，近隣等の中学校（小学校）と，教科の教育課程の接続や，教科に関する共通の
目標設定など，教育課程に関する共通の取組を行いましたか 66.4 65.0 1.4 77.0 68.0 9.0

平成30年度の全国学力・学習状況調査の分析結果について，近隣等の中学校（小学校）と成果
や課題を共有しましたか 58.9 60.6 -1.7 61.8 60.0 1.8

そ
の
他

教育課程の趣旨について，家庭や地域との共有を図る取組を行っていますか 86.8 89.6 - 2.8 85.4 86.4 - 1.0

平成３０年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について，保護者や地域の人たちに対して
公表や説明を行いましたか（学校のホームページや学校だより等への掲載，保護者会等での説
明を含む）

90.6 91.2 - 0.6 84.3 87.5 - 3.2

数値は，選択肢「よく行った」「どちらかといえば，行った」などの肯定的評価の合計を示す。 単位（％）
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Ⅳ－５ 調査結果の分析①－１

43

【小学校】「校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか」
数値は，選択肢「ほぼ毎日」「週に２～３回程度」の肯定的評価の合計を示す。
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Ⅳ－５ 調査結果の分析①－２

44

【小学校】「校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか」
数値は，選択肢「ほぼ毎日」の肯定的評価の合計を示す。
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Ⅳ－５ 調査結果の分析②－１

45

【中学校】「校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか」
数値は，選択肢「ほぼ毎日」「週に２～３回程度」の肯定的評価の合計を示す。
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Ⅳ－５ 調査結果の分析②－２

46

【中学校】「校長は，校内の授業をどの程度見て回っていますか」
数値は，選択肢「ほぼ毎日」の肯定的評価の合計を示す。
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Ⅳ－６ 改善に向けて

学校質問紙から

○ 指導計画の作成に当たっては，学校教育目標を踏まえた横断的な視点で，教育内容を
組織的に配列している学校が増えています。教育内容と，教育活動に必要な人的・物
的資源等を，地域等の外部の資源も含めて活用しながら効果的に組み合わせ，教育活
動の質の向上に努めましょう。

○ 総合的な学習の時間における探究の過程を意識した指導に課題があります。児童生徒
が学習活動に主体的・意欲的に取り組む時間となるよう，課題の設定からまとめ・表
現に至る探究の過程を意識した指導を心がけましょう。

○ 家庭学習について，具体例を挙げながら学習方法等を教えている学校が増えていま
す。家庭と連携を図りながら，ノートにコメントを書くなど組織で見守り，児童生徒
が主体的・計画的に取り組む家庭学習習慣の形成につなげましょう。

○ 児童生徒一人一人のよい点や可能性を見付け評価する（褒めるなど）の取組につい
て，児童生徒の認識とずれがあります。児童生徒が認め・褒められていることを実感
できるような具体的な言葉かけをしましょう。

○ 校内の授業を毎日見て回っている校長が増えています。今後，授業の見回りはもとよ
り，授業後に授業者に対してコメントを返したり，必要に応じて指導助言等を行った
りしましょう。
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Ⅴ 学力向上に向けた取組

48

【「熊本の学び」推進プランの提示】

Ｄ

Ｃ

Ａ

【家庭学習の推進】
★「家で自分で計画を立てて勉
強する」児童生徒の育成

【社会に開かれた教育課程の実現】
★教育活動の質を向上させ，学習効果の最大化
を目指すカリキュラム・マネジメントの推進

【全国学力・学習状況調査の実施】
★成果と課題を基に，今後の指導や改善
に向けた取組を決定

【主体的・対話的で深い学びの
視点からの授業改善の推進】

★単元のまとまりを見通した指導計画
の作成

★校長による校内の授業参観

Ｃ

Ａ

【課題克服の支援】
★結果及び分析資料の活用
（個人，学校，教育委員会）
★課題克服のための個に応
じたプリント類の活用

【研修の実施並びに授業改善案等の提案】
★「熊本の学び」の理念の実現及び課題解決につながる提案
★「２１世紀を拓く熊本の教育推進会議（校長対象）」の実施

【「熊本の学び」研究指定校研究発表】
★学力向上プロジェクト研究（御船町立御船中学校，大津町立室小学校）★カリキュラムマネジメント研究（水俣市立水俣第一小学校）

【熊本県学力・学習
状況調査の実施】

★成果と課題を基に，今後
の指導や改善に向けた取
組を決定

Ｐ

【義務教育課取組の方向】
【「熊本県学力調査」結果（概要）】
【「熊本の学び」推進プラン（R2年1月公開予定）】
★本県の学力向上に向けた取組の方向を提示

ＰＤ


